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市政だより
人口の動き

10月 1日現在前月比

人口計 67 ，5 1 0 + 8 9 

男 32，573 十 23 
女 34，937 十 66 

世帯数 19，6 5 7 十 5 6 ゐ‘ 
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ω旬
語
句
伺
訓
告

苛

ー
菅
一
瀬
緑
の
少
年
団
が
誕
生
|

周囲を緑に固まれ芝多良山系への西の登山口

かつてはモミの原生林や 萱瀬スギの巨木ガ生い茂り 萱瀬木炭で知られていだ

ここ萱瀬地区に 県下で6番目の JJiηはあろτ耳pilガ10月11日に誕生
l.L長~Ur'"./ し---， r-¥ ~ .I 

小学4年から中学オ年までの43人の団員ガ オレンジ色の制服姿で

緑を愛レ人を愛し 緑豊かな郷土を愛し 地域社会を愛する人間として

大空高く伸びて行くようにと モミの木を記会植樹しましだ
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(2) 勺おおむ

文
化
財
と
は
、
建
造
物
、
書
画
、
工
芸
品
、
古
文
書
、
民
族
芸

能
、
民
具
、
古
墳
、
史
跡
な
ど
時
代
を
経
た
も
の
や
天
然
記
念
物
、

名
勝
な
ど
自
然
に
あ
る
も
の
を
総
称
し
て
い
い
ま
す
。

日
月
1
日
1
7
日
は
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
L

で
す
。
わ
た

し
た
ち
の
周
囲
に
は
い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財

は
先
祖
の
貴
重
な
遺
産
で
、
過
去
の
歴
史
や
生
活
の
様
子
な
ど
を

知
る
た
め
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
、
わ
た
し
た
ち
の
子
孫
に
伝
え
る
た
め

大
切
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

市政だより昭和57年11月 1日

新
た
に

5
件

市
指
定
文
化
財
に

。
有
形
文
化
財

財
は
必
件
(
国
指
定
3
、
県
指
定

日
、
市
指
定
M
)
と
な
り
ま
す
。

日
月
7
日
、
市
文
化
財
保
護
条

例
に
慕
づ
き
有
形
文
化
財
と
し
て

3
件
、
史
跡
と
し
て

2
件
を
指
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
内
の
文
化

長
安
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

初
代
藩
、
王
(
大
村
家
目
代
)
喜

前
が
慶
長
凶
年
二
六

O
九
年
)

に
創
立
し
た
長
安
寺
(
武
部
町
)

の
本
尊
。
三
尊
仏
を
な
し
京
都

知
恩
院
の
輿
玄
大
僧
上
か
ら
寄

進
さ
れ
た
も
の
で
大
村
領
内
に

あ
る
仏
像
で
は
最
古
の
も
の
。

矢
房
神
社
の
鋳
銅
十
一
面
観
音
像

懸
仏万

治
元
年

二

六
五
八
年
)
に

建
立
さ
れ
た
矢
房
神
社
(
宮
代

郷
)
の
御
神
体
。
中
国
の
明
時

代
ご
三
六
八
年
j

二
ハ
一
五

年
)
渡
来
し
た
も
の
と
い
わ
れ

λν

。

企長安寺の木造阿弥陀如来
立像

※
下
水
道

住
み
よ
い
町
の

基
礎
づ
く
り

東
光
寺
の
銅
造
薬
師
如
来
坐
像

東
光
寺
跡
(
一
の
郷
)
の
石
両
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
跡
に
建
っ

た
薬
師
堂
の
本
尊
。
青
銅
製
の

精
功
な
も
の
で
明
時
代
の
作
と

い
わ
れ
る
。

。
史

跡

千
葉
ト
枕
の
墓

桜
馬
場
墓
地
に
あ
る
。
寛
文
4

年
ご
六
六
四
年
)
に
藩
主
純

長
に
願
い
で
て
放
虎
原
一
帯
を

開
拓
し
た
。
さ
ら
に
植
林
、
紙

製
造
を
始
め
る
な
ど
郷
土
の
発

展
に
尽
く
し
た
。

※
多
く
の
文
化
財
の
中
で
極
め
て

価
値
の
あ
る
も
の
は
国
、
県
、
市

と
段
階
に
応
じ
て
指
定
し
、
必
要

な
処
置
を
講
じ
て
保
護
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
の
回
り
に
、
文
化

舟
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

教
育
課
ま
た
は
、
史
料
館
(
宮
③

|
1
9
7
9
)
に
ご
連
絡
下
さ
い。

(
社
会
教
育
課
)

日
頃
か
ら

ωが
け
よ
う

4
C
地
ぃ
修
復
象

ー
寄
付
の
禁
庄
は
寄
付
一
要
求
の
禁
正
l

公
職
の
候
補
者
、
公
職
の
候
補

者
と
な
ろ
う
と
す
る
人
お
よ
び
現

在
公
職
に
つ
い
て
い
る
人
は
、
自

分
の
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
名
目
で
あ
ろ
う
と
も
、

寄
付
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
お
祭
り
、
運
動
会

町
内
会
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
行

事
の
寄
付
や
、
香
典
、
祝
儀
、
花

輪
な
ど
も
寄
付
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
候
補
者
ば
か
り
に
寄
付

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
く
ら
言

っ
て
も
私
た
ち
選
挙
人
が
、
寄
付

を
欲
し
が
っ
た
り
、
直
接
要
求
す

る
人
が
い
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
公
職
選
挙
法
で
は
、
寄

付
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

寄
付

を
要
求
す
る
ニ
と
も
禁
止
し
て
い

墓
地
購
入
希
望
調
査
の

結

果

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

実
砲
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
某
に
墓
地
公
閑

の
計
画
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す。数件ロ
n積面望希

4 m' 322件

6 m' 5341牛

9 m' 270f牛

百十 1，126f牛

ま
す
。
候
補
者
ば
か
り
で
な

i
私

た
ち
自
身
も
こ
の
こ
と
を
自
覚
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
)

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

深
沢
儀
太
夫
勝
清
の
墓

長
安
寺
墓
地
に
あ
る
。
勝
清
は

江
戸
時
代
初
期
、
紀
州
で
鯨
取

り
を
学
び
大
村
に
帰
藩
後
、
鯨

組
を
組
織
し
財
を
な
し
た
。
寛

文
3
年
(
一
六
六
三
年
)
に
造

っ
た
野
岳
の
堤
を
初
め
領
内
の

社
会
事
業
に
多
額
の
献
金
を
し
、

郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
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三宮え式柑に池田文子さん(竹82町)

勺おむお市政だより

ミ
ス
大
村

(3) 

準ミスに山口光子さん(武
池
田
文
子
さ
ん

町.20歳)部

夢
を
は
こ
ぶ

糸山真澄さん(松並2丁目・ 24歳)

ミ
ス
大
村
、
準
ミ
ス
大
村
が
決

定
し
ま
し
た
。

ミ
ス
大
村
に
選
ば
れ
た
池
田
さ

ん
は
、
読
書
と
音
楽
が
趣
味
で
県

立
女
子
短
大
の
2
年
生
、
卒
業
後

は
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
希
望
と
か
。

ま
た
、
準
ミ
ス
の
山
口
さ
ん
と

糸
山
さ
ん
は
共
に
社
会
人
で
明
る

く
ス
マ
ー
ト
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

3
人
は
、
日
月
2
日
市
民
会
館

で
の
選
彰
式
の
後
、
翌
3
日
の
「お

・
お
む
ら
祭
L

で
市
中
パ
レ

ー
ド
を

行
い
、
今
後
1
年
問
、
市
の
公
的

行
事
に
花
を
添
え
、
観
光
大
村
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
躍
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

i
j
/
1
 

I
J
 

んさ子光

M

村
口

大
山

ス準準ミス大村
糸山真澄さん

大
村
線

非
常
態
予
債
発
電
穫
が
あ
る
と

停
電
の
時
で
も

安
山
で
す

停
電
に
よ
っ
て
重
大
な
支
障
が

予
想
さ
れ
る
機
器
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん

(活
魚
料
理
府
、
病
院
、
農

・
水
産
加
工
業
者
、
銀
行
な
ど
)

に
は
、
非
常
用
予
備
発
電
機
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
非
常
用
予
備
発
電
機
は
、

リ
l
ス

(符
貸
し
)
も
あ
り
ま
す

が
、
万
全
を
期
す
た
め
に
、
購
入

し
て
設
置
し
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

お
取
付
け
に
際
し
て
は
九
電
大

村
営
業
所
(
宮
@

ー
2
1
7
1
)

ま
た
は
電
気
工
事
肩
へ
ご
相
談
く

だ

さ

い

。

(

九

州

電

力

)

日
月
は
次
代
を
担
う
青
少
年
を

健
や
か
に
育
て
る
全
国
強
調
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
「
少
年
非
行
概
況
し
を

見
る
と
、
数
年
前
ま
で
は
高
校
生

町

で
し
め
ら
れ
て
い
た
非
行
の
中
心

8

が
中
学
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト

少
年
非
行
が
第
3
ピ
!
ク
を
迎

1

え
た
今
日
、
私
た
ち
大
人
は
郷
土

昨

大
村
の
将
来
を
背
う
青
少
年
へ
も

酬

っ
と
目
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で

加

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
概

そ
こ
で
昨
年
設
立
さ
れ
た
口

地

柄

区
の
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
が

年

す
べ
て
の
青
少
年
を
地
域
ぐ
る
み

ω

で
育
成
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま

納

す。

す
べ
て
の
大
人
が
協
議
会
へ
参

加
し
青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

X 
学 生 生 徒 有 無 ..g 、

小学生 生字骨 高校生 他そ学生 小計
職 職

計
者 者

刑法 犯 5 144 17 3 69 5 I 10 84 

不良行為 6 149 41 3 99 18 25 142 

合 計 11 93 58 6 168 23 35 226 

!
碑
a
z
p

寸‘
れ
ず

一一一一J

-
U
士

血

盟

の

碑

!

勤
皇
・
佐
幕
の
雨
論
ガ
園
内

に
潤
を
ま
き
、
各
藩
も
こ
の
流

れ
に
右
往
在
住
の
状
態
で
あ
っ

疋。
大
村
藩
も
同
様
で
あ
っ
芝
。

勤
皇
派
の
統
領
と
い
わ
れ
だ
松

林
飯
山
を
は
じ
め
、
渡
辺
昇
、

兄
の
清
に
、
楠
本
正
隆
、
長
岡

治
三
郎
な
ど
幻
人
は
、
佐
幕
派
の
自
を
さ
け
な
が
ら
、
久
原
の
長

岡
邸
を
は
じ
め
、

京
都
、
江
戸
か
ら
下
っ
て
く
る
勤
皇
派
の
要
人

ら
と
密
か
に
会
合
、
倒
幕
運
動
に
動
い
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
山
田
の
滝
は
、
勤
皇
志
士
達
の
格
怒
の
安
全
場
所
で
あ
っ

定。
こ
こ
に
集
合
し
、
成
辰
の
役
の
出
兵
計
画
な
ど
事
こ
ま
か
に
打

合
さ
れ
芝
、
と
い
わ
れ
る
。

明
治
維
新
後
、

会
計
模
査
院
長
と
な
っ
左
渡
辺
昇
は
倒
幕
運
動

の
主
だ
っ

E
U
士
の
血
盟
の
場
所
と
し
て
碑
を
建
立
、

自
ら
筆
を

と
っ
て
H

王
事
に
襲
れ
ん
事
を
誓
い
し
一
慮
H

と
刻
ん
で
い
る
。

(大村警察署防犯課)



• さらに備えは万全になりました
(10/14 市役所)

大村市消防団第10分団〈荒瀬、原、宮

代地区〉に新しい消防ポンプ自動車ガ

引渡されましだ。 団員の皆さんは、さ

っそく機械操作の訓練に励んでいまし

定。 i

稲刈りって難かしかネ
(10/15 旭が丘小)

6月に植え芝モチ米がすくすくと成長

し6年生全員で稲刈りをしまし定。

収穫は約150kg。
冬休み前に、モチつきをしだりして昧

を楽しみます。

まだまだ元気です (10/6 清和国)ーー ¥

秋空の下、清和園のおじいちゃん、お

ばあちゃん達ガ運動会。中央婦人会の

皆さんも応援にかけつけ、楽しい一日

を過しまし疋。(おじいちゃん、おば

あちゃん、来年も元気で運動会に参加

してネ。)‘ 一一一一一一一一一一 一

(4) 、勺おおむ市政だより昭和57年11月1日

物
価
安
定
協
力
運
動
)

み
ん
な
が
つ
く
る

く
ら
し
の
輪

(
日
月
1
日
()
ロ
月
紅
白

※
街
ぐ
る
み



※
空
き
か
ん
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

昭和57年11月1日

保
健
コ
'
ナ

t

被
爆
者
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

対
象
者

被
爆
者

健
康
手

帳
所
持

者
及
び
、

健
康
診

断
受
診

者
証
所

持
者

勺む

ボク、 1っと半分!!
今日もママと鬼ご、っこ......

おお市政だより(5) 

被爆者健康診断日程

問
合
せ
先

福
祉
課
、
大
村
保
健

所

(

宮
内

γ

2
1
9
3
)

月日 場 所 対象地区

11 . 9ω 福祉センター 西大村、萱瀬

印刷 福祉センター 大村、西大村

11附 中地区公民館 西大村

1 2~封 市役所 大村、三浦、鈴田

16()() 市役所 大村

17附 竹松出張所 竹松、福重、松原

10: 00-11 : 30 

13: 00-14: 30 

受付時間

ゎ今 A

tt EL e 
庁咋句_ '¥1' 
fぞ':'1、P
~ム『、P

_..1. 1_勿

者 :昭和56年 4月生まれの幼児が

対象ですが、昭和55年11月~

昭和56年 3月生まれで、まだ

4歳6ヵ月児

健康診査

対

~ 無料~

象

も
れ
な
く
受
け
よ
う

nvωubuq
uωu笛
鯵

結
核
の
撲
滅
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
日
月
8
日
か
ら
市
内
各

地
で
行
い
ま
す
。

最
近
は
、
結
核
を
治
す
の
に
優

れ
た
薬
が
あ
り
ま
す
。
早
く
発
見

し
軽
い
う
ち
に
治
療
す
れ
ば
結
核

も
治
り
や
す
い
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
日
程
は
叩
月
日
日
号
を
ご
覧

下
さ
い
。
(
生
活
環
境
課
)

健康診査を受けていない幼児

も受診して下きい。

診査 日 :11月5日幽 ・12日樹

受付時間:午後 1時-1時30分

場 所:コミュ ニティセンター

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります)

Oお子さんのハブラシ

皆
さ
ん
は
税
金

に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
関
心
を
お
持

ち
で
す
か
?

総
理
府
の
世
論

調
査
(
昭
和
同
年
刊
月
謂
査
)
に

よ
り
ま
す
と
、
約
叩
%
の
人
が
自

分
の
負
担
す
る
税
金
や
税
金
の
使

わ
れ
方
、
仕
組
み
な
ど
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
は
意
外
と
分
か

り
に
く
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
る
税
金
を
見
て
み

る
と
、
道
路
、
公
園
、
下
水
道
の

建
設
に
使
わ
れ
だ
り
、
学
校
教
育

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
税
金
は
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
暮
ら

し
ゃ
す
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

日
月
日
日
か
ら
1
週
間
は
「
税

を
知
る
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間

中
、
皆
き
ん
に
税
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
諌
早
税

務
署
及
び
関
係
団
体
で
座
談
会
の

開
催
、
税
務
相
談
、
資
料
の
展
示
な

ど
各
種
の
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
税
の
仕
組
み
ゃ

使
い
み
ち
を
正
し
く
理
解
し
、
税

の
大
切
さ
を
考
、
え
て
み
ま
L
ょ、っ。

税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
お

気
軽
に
諌
早
税
務
署

(宮
諌
早
②

1
1
3
7
0
)
へ
お
尋
ね
下
き
い
。

(
税
務
課
)

七

十

一い
:紅

一尤

に

害

~

郷
)
五
万
円

マ

大
村
少
年
合
会
(
本
町
)
六
七
、
七
三
九
円

一

E
Z

i
p
-

f

唱
団
(
久
原
郷
)

一
二
、
八
八

マ
池
田
子
供
会
(
池
田

一
丁
目
)
一

ご

uf什

(

什

(

一

一
円

マ
酒
の
お
お
む
ら
屋

一
万
円

マ
大
村
競
艇
場
労
働

…

一
県
内
の
被
災
者
へ

(
敬
称
略
)
(
水
主
町

一
丁
目
)
十
万
円
組
合
(
玖
島
郷
)
十
二
万
円
一

一
マ
カ
ナ
リ
ヤ
子
供
会
(
古
町
二

マ
大
村
聖
母
幼
稚
園
(
植
松
ニ

マ
ゆ
か
た
夜
市
実
行
委
員
会

一

一
丁
目
)
七
四
、
二
七
七
円
丁
目
)
十
万
五
千
円

マ

北
口

(
竹
松
本
町
)
三
万
円

マ
竹

一

一
マ
松
山
団
地
自
治
会
(
松
山
町
)
|
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
束
三
城
町
)
松
駐
と
ん
地
一
同
(
富
ノ
原
一

一
二
二
、
九
五
五
円

マ
鮒

大

洋

十

四
万
五
千
円

マ

大
村
ロ
l

丁
目
)
二
一
五
、
五

O
O
円

一

一
食
品
(
松
並
二
丁
目
)
二
五
、
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
本
町
)
一
工
ハ

マ
長
崎
空
港
駐
車
場
職
員

一
同

一

一
五
O
O円

マ
カ
ラ
オ
ケ
会
万
五
千
円

マ
星
美
幼
稚
園
(
箕
島
町
)
五
八
、
四
六

O
円

一

(
植
松
二
丁
目
)
二
万
七
千
円
(
水
主
町

一
丁
目
)
二
七
、
八

マ
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

一

一
マ
妙
宣
寺
立
正
同
心
会
(
矢
上
三

O
円

マ

中
央
商
店
会
青
年
会
(
西
三
城
町
)
十
万
円

一

(
つ
づ
く
)

「
・‘
..
 、.、‘
‘.
.
 ‘
 



区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

人
は
会
長
あ
て
通
知
し
て
い
ま
す

の
で
地
区
会
長
に
申
し
出
て
下
き

老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
の
人

ま
た
は
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
保
護
課
窓
口

で
検
査
票
を
受
取
っ
て
下
き
い
。

受
診
医
療
機
関
は
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
医
院
で
受

診
し
て
下
き
い
。

(6) 

福
祉
の
ひ
る
協

県立ろう学校

8([5 
11 月20 日(土)~21 日(日)
県立ろう学校
(植松3丁目

内容:学習発表会

作品展

職業 科展

バ ザー ・喫茶 ・軽食

即売会 (21日 13: 00より)
窯業作品・ー・花瓶、 コー ヒーセ

ット、置物外
産業工芸作品ーー-碁盤、もろ ぶ、

た、大村ずし器外

※ ろう学校の教育内容をご理解いただ

くために、多数の皆さんのご来場を

お待iちしています。

、h
ソむおお市政だより昭和57年11月1日

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
た
め
、

ω歳
以
上

の
人
を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
い

ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
で
地

毎

包②2444)
(21日 9 : 30より)

(保
護
課
)

5ヤ
J多

福
祉
年
金
証
書
を

受
惜
し
ま
す

8
月
中
に
お
預
り
し
ま
し
た
福

祉
年
金
証
書

(
老
齢
、
障
害
)
を

交
付
し
ま
す
。

期

間

口

月
8
日
開
l
U
目
的

場
所

各
出
張
所
ま
た
は
、
保
険

年
金
課
(
保
管
証
で
お
確
め
下

き
い

)

持
っ
て
く
る
も
の

保
管
証
、
印

鑑
※

9
月
に
年
金
証
書
を
提
出
さ
れ

た
人
は
、
保
管
証
に
記
入
さ
れ

た
交
付
日
に
お
渡
し
し
ま
す
。

(保
険
年
金
課
)

fI市

障
害
を
も
っ
人
へ

の
エ
チ
ケ
ッ
ト

耳
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
①

マ
手
話
法
は
、
き
こ
え
な
い
人
た

ち
の
間
で
自
然
発
生
的
に
生
ま

れ
た
手
ま
ね
身
ぶ
り
の
会
話
法

で
す
。
最
近
は
、
あ
ち
こ
ち
で

手
話
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
機
会
を
み
つ
け
て
手

話
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
筆
記
法
は
、
て
の
ひ
ら
や
紙
に

文
字
を
書
い
て
読
み
合
う
方
法

で
す
。
多
少
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
正
確
で
す
。

(
福
祉
課
)

戸、H、H、H、~日

i に誕たたプ
l 出 生祝 。ル今
1席し賀昭に 年
l した式和市は
i左。か 51か
5 最該ら年ら 44
1高当今か金 組
i齢 者 年 ら盃 の
f者の で 始 が金
tは中 460め贈 t昏
t で品且らら カ
j蒲式がれれツ

※
第
叩
回
大
村
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地
清
さ
ん

(幻
歳
)
御
夫
婦
。

H

ま
だ
ま
だ
若
い
も
ん
に
は
負

け
ま
せ
ん
u

と
、
バ
イ
ク
を
乗
り

ま
わ
す
。
町
内
会
長
を
引
き
受
け

て
か
ら
通
算
お
年
の
キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
。
ほ
か
に
交
通
安
全
協
会
長
、

11 
月
7 
日
(日)

陸
上
競
技
場
)



※
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

昭和57年11月1日(7) 

※参持
途 加雨参川
中料 具 す 内

l x?;去線側gg明&m
で 100の原
き円交弁岳

( ま (通当 j
体す保費、 黒 コ 集期
育 険外 水 木 武 i 市 l玄市時午合日 11 日
課 料 筒 i 大役ス関役 40前 (日)月

、 南多所 前所分 6 14 

勺

海抜Omから五家原岳まで23kmに挑戦.グ

おむ

市民ハイキング

お市政だより

11 
月
13 
日
(土)

日
時
''ka--
，日
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

市
民
球
技
大
会

一笥
Z
mベ
ジ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
西
大
村
本
町
第
二

局
法

βμ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
富
の
原
一
丁
目

日
月
刊
日

各
地
区
予
選

(
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

l
m
チ

ー
ム、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
l

mチ
l
ム
)

を
勝
抜
い
て

き
た
男
女
各
ロ
チ
ー
ム
が
出
場
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
開
会
式
で
は
長
年
に
わ

た
り
社
会
体
育
の
普
及

・
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
り
、
各
種
大
会
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た

団
体
・
個
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

。
球
技
大
会
成
績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

①
西
大
村
本
町

第
二
②
小
路
口
本
町

φ
よ

久
原
、
沖
田

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
富
の
原
一
丁

目
⑦
協
和
町
①
荒
瀬
、
須

田
ノ
木

。
受
賞
者

(
敬
称
略
)

社
会
体
育
優
良
団
体

大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

大
村
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

社
会
体
育
功
労
者

馬
場
格
(
野
球
協
会
)

一
瀬
安
則
(
柔
道
協
会
)

福
本
孝
次
(
弓
道
協
会
)

高
月
明
(
水
泳
連
盟
)

ス
ポ
ー
ツ
賞
(
団
体
)

玖
島
中
学
校
剣
道
部

大
村
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
女
子

ス
ポ
ー
ツ
賞
(
個
人
)

田
崎
靖
昌
、
渡
辺
薫
(
銃
剣
道
)

福
井
重
夫
、
野
平
八
郎
、
鶴
亦

雄
(
軟
式
庭
球
)

川
村
勝
信
(
陸
上
)

中
島
泰
二
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

高
以
良
祐
治
(
重
量
挙
げ
)

(
体
育
課
)

第
Mm
回

少
年
剣
道
大
会

期
日

ロ
月
5
日
目

市
民
体
育
館

団
体
戦
、
個
人
戦
、
紅
白

バレーボール決勝戦

(富の原一丁目~協和町)

場
所

種
目戦

申
込
期
限
日
月
幻
日
間

申
込

用
紙
は
各
道
場

へ
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯

第
1
回
ス
ロ
l
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
日
月
お
日
日

場

所

市

営
野
球
場
、
補
助
グ
ラ

ウ
ン
ド

参
加
料

二
千
円

申
込
期
限
日
月
日
日
間

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
ス
ポ
|

ツ
社
(
宮
⑦
了

4
1
7
8
)

(
体
育
課
)

読
書
感
想
文
を
募
集

応
募
資
格

住
者
)

テ
l
マ

題
名
は
自
由
(
読
書
感

想
、
読
書
生
活
、
そ
の
他
読
書

に
関
す
る
も
の
)

原
稿
枚
数
制
字
詰
原
稿
用
紙
5

一
般
成
人
(
市
内
在

枚
程
度

応
募
方
法
O
作
品
は
一
人
て
白
…

O
作
品
の
前
に
題
名
と
住
所
、
氏

名
(
読
書
感
想
は
文
の
終
り
に

書
名
、
著
者
名
)
を
記
入
す
る

こ
と

O
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

※
応
募
作
品
は
「
詰
茎
国
感
想
文
集
」

に
登
載
し
て
、
そ
の
文
集
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
期
限
ロ
月
初
日
開

送
り
先
市
立
図
書
館

(干
鰯
東

本
町
制
番
地
)

卓
球
大
会
を
開
催

期
日

日
月
幻
日
制

匂留め却♀発売開始

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

種
目

男
女
別
個
人
、
団
体
戦

※
団
体
戦
は
ホ
ー
ム
利
用
者
、

市
内
各
事
業
所
、
商
屈
な
ど
を

単
位
と
し
た

1
チ
ー
ム

3
人
1

組
に
よ
る
対
抗
試
合

出
場
資
格

市
内
に
居
住
、
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
叩
歳
未
満

の
勤
労
青
少
年

※
次
に
該
当
す
る
人
は
出
場
で

き
ま
せ
ん
。

O
前
3
回
の
ホ

l
ム
主
催
の
大

会
の
従
勝
者
は
個
人
戦
に
、

団
体
戦
は
前
2
回
の
大
会
で

催
勝
し
た
同

一
メ
ン
バ

ー
で

の
編
成
チ

i
ム

O
実
力
な
ど
そ
れ
相
当
と
主
催

者
側
で
認
め
た
人

申
込
期
限
日
月
日
日
開

申
込
・
問
合
せ
先
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

寄付金なし :40円
寄付金っき :45円

※寄付金っきは全て絵入りです。

価格



(8) 勺おむお市政だより

不
用
品
を

:
合

公

売

し

ま

す

昭和57年11月1日
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!II11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

日
時
日
月
ロ
日
幽

後
1
時

場
所

市
役
所
裏
庭

物
件

守
ハ
イ
ク
(
卯
∞
1

叩
∞

-
m
∞5
)

机
5

脇
机

2

衡
立

2

行
事
黒
板
1

事
務
椅
子
ロ

長
椅
子
2

三

段
ト
レ

i
2
ス
ト
ー
ブ

3

水
槽
1

手
提
金
庫
1

こ
た

つ
板
6

ス
ピ
ー
カ
ー
1

輪

転
謄
写
機
1

払
下
げ
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
川
分

の
5
以
上

代
金
納
付
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑

問
合
せ
先

財
政
課

正
午
1
午

大
村
史
談

お
号
刊
行

内
容

弥
靭
寺
郷
線
刻
石
仏
の
造

立
年
代
、
大
村
地
方
の
民
俗
芸

能
雑
考
、
大
村
藩
犯
科
帳
、
伝

記
橘
姓
渋
江
氏
合
戦
記
、
有
馬

の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
位
置
、
大
村

藩
に
お
け
る
伊
勢
信
仰
の
復
活
、

純
照
公
遠
乗
宮
村
御
一
泊
、
渡

辺
昇
自
叙
伝
、
西
南
戦
争
と
田

原
坂
の
戦
、
郷
土
史
の
こ
ぼ
れ

話
、
学
校
教
育
に
お
け
る
郷
土

歴
史
学
習
、
中
尾
静
摩
目
録
、

富
の
原
遺
跡
第
二
次
確
認
調
査

の
成
果
、
お
お
む
ら
史
記
の
刊

行
、
そ
の
他

頒
価

千
円
送
料
二
百
円

申

込

先

市
立
史
料
館
内
大
村
史

談
会
(
東
本
町
刷
、
宮
③

l
1

9
7
9
)
、
社
会
教
育
課
内
史

談
会
係
(
現
金
引
換
え
の
み
)

※
現
金
引
換
え
ま
た
は
振
替、

現

令
書
留
を
ご
利
用
下
さ
い
。

(
社
会
教
育
課
)

万
国
民
金
融
公
庫

i
i
i

…
融
資
の
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
融
資
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
年
末
資
金
等
に
ご

利
用
下
さ
い
。

融
資
の
種
類

経
営
改
善
貸
付

(
無
担
保
無
保
証
人
)

対
象
者
O
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は

従
業
員
5
人
以
下

O
製
造
業
、
そ
の
他
は
従
業
員
加

入
以
下

融
資
限
度
額

運
転
、
設
備
と
も

三
百
五
十
万
円

融
資
期
間

運
転

3
年
以
内
(
据
置
6
カ

月
以
内
を
含
む
)

設
備

4
年
以
内
(
据
置
6
カ

月
以
内
を
含
む
)

利

率

年

川
%

問
合
せ
先
商
工
会
議
所
(
宮
③

1
4
2
2
2
)
 

(商
工
観
光
課
)

品必
勝
欝
樹齢際
機
態

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
竹
里
義
人
(
大
川
田
町

・
亡

父
寅
雄
)
三
十
万
円

マ
石
井
雪
枝
(
西
三
城
町

・
亡

夫
時
一
郎
)
五
万
円

マ
上
野
安
次
(
野
田
郷

・
亡
母

ク
マ
)
五
万
円

マ
一
橋
隆
一
(
東
三
城
町
・
亡

妻
明
子
)
二
万
円

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
専
売
公
社
大
村
営
業
所
1
古川

恵
荘
へ
タ
バ

コ
七
千
三
百
本

マ
大
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

婦
人
部
1
4E首
公
壮
へ
石
け
ん

初
回

マ
大
村
民
踊
愛
好
会
(
吉
田
文

枝
外
お
名
)
慈
恵
荘
へ
舞
踊

・
寸
出
回
リ

国昂
叫
日
作

マ
大
村
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

1
慈
恵
荘
へ
演
奏
慰
問

マ
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
オ

ネ
ス
(
長
崎
市
平
野
町
、
代

表
者
中
古
賀
京
子
)
慈
恵
荘

へ
窓
ふ
さ
奉
仕
、
テ
ィ
ッ

シ

ュ
ペ
ー
パ
ー

ω箱
、
五
万
円

外

ミ
大
村
・
竹
松
部
隊
合
同
3

…
自
衛
隊
創
立
位
周
年

一
記
念
式
典
開
催

日

時

日

月
7
日

日

午

前

9
時

初
分
i
午
後
2
時

場
所

大
村
駐
屯
地

内
容
O
観
閲
式
O
音
楽
ド
リ
ル
演

奏
O
レ
ン
ジ
ャ

l
訓
練
展
示

※
当
日
は
部
隊
を
一
般
開
放
し
ま

す
。

警

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
一
八
、
五

O
七
円

マ
大
村
市
農
業
協
同
組
合

l
市

内
保
育
所
幻
カ
所
へ
お
菓
子

制
個

マ
大
村
市
人
事
課

l
パ
l
ル
ハ

イ
ム
、
光
と
緑
の
園
向
陽
寮
、

慈
恵
荘
へ
ゴ
ム
の
木
5
本

清
和
国
ヘ

マ
専
売
公
社
大
村
出
張
所

1
タ

バ
コ
千
八
百
本

マ
大
村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

婦
人
部

l
タ
オ
ル
組
本

ι

古口
実
歯
蘭
岡
展
示
会
の
れR3れ詰科討
ii52丙

i

…
会
場
を
変
更

叩
月
日
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
大
村
寒
蘭
展
示
会
」
は
、
都
合

に
よ
り
会
場
を
大
村
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
変
更
し
ま
す
。

※
期
日
は
、
予
定
通
り
日
月
6
日

1
7
日
で
す
。

(
社
会
教
育
課
)

マ
高
原
生
花
庖
(
本
町
)
花
2

束
、
花
瓶

1
個

マ
お
お
む
ら
竜
神
宮
奉
賛
会

(
代
表
者
陰
平
セ
ル
)
赤
飯

日
パ
ッ
ク
、
鰻
頭
捌
個

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
ナ
ス

円
〆

-
u
b

咽

i
IK

マ
滑
石
民
踊
会
(
長
崎
市
、
代

表
者
中
山
芳
栄
外
灯
名
)
舞

踊
、
鰻
頭
間
個

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
第

7
団

1
除
草
作
業

マ
中
央
婦
人
会
(
代
表
者
松
井

良
子
外
日
名
)
運
動
会
参
加

文
化
基
金
ヘ

マ
西
日
本
か
な
え
肌
ご
の
郷

一
O
二
、
五
七
二
円
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